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自
然
環
境
保
全
班

被
害
対
策
班

鳥
獣
保
護
管
理
班

森
林
保
全
班

森
づ
く
り
整
備
班

森
づ
く
り
普
及
班

治
山
班

計
画
班

木
材
利
用
班

林務課 治山課

新設
鳥獣対策官

自然・鳥獣共生課

環境部

新設
森
林
整
備
計
画
班

（
林
道
含
む
）※

林
政
調
整
班

※治山課から移行
豊かな森づくり課から移行

農林水産部

林政企画官

く
十
分
な
蓄
積
も
擁
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
現
代
で
は
、
森
林
に
対
し
、
木
材
生

産
だ
け
で
な
く
県
土
の
保
全
、
地
球
温

暖
化
防
止
、
水
源
涵
養
な
ど
多
様
な
機

能
の
高
度
発
揮
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
豊
富
な
森

林
資
源
を
「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え

る
」
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
フ
ル
回
転
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま

す
。

　
こ
れ
に
は
、
先
人
が
森
を
慈
し
み
育

て
ら
れ
た
よ
う
に
、
我
々
林
業
に
関
係

す
る
者
一
人
ひ
と
り
が
、
木
と
親
し
み

使
っ
て
い
く
、
そ
し
て
多
く
の
人
々
に

働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
世
界
で
は
、
山
火
事
や
洪
水
、
台
風

の
大
型
化
な
ど
気
候
変
動
な
ど
に
対
す

る
地
球
環
境
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
よ
る

温
暖
化
防
止
へ
の
国
際
的
な
取
組
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
球
規
模
で
の
課
題
も
、
ま
ず
は

我
々
の
足
元
か
ら
一
歩
一
歩
行
動
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
ま

す
。

　
兵
庫
の
森
に
明
る
い
未
来
の
光
が
輝

き
ま
す
こ
と
と
、
今
後
も
「
兵
庫
の
林

業
」
が
皆
様
に
支
え
ら
れ
継
続
さ
れ
る

こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、「
兵
庫
の
林
業
」
が
第

三
〇
〇
号
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
昭

和
三
十
二
年
創
刊
以
来
、
約
六
十
五
年

継
続
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

支
え
育
て
て
下
さ
っ
た
読
者
の
皆
様
や

県
当
局
は
じ
め
関
係
者
の
熱
意
と
ご
努

力
の
賜
物
で
あ
る
と
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　『
若
葉
も
伸
び
る
日
本
も
伸
び
る
』と

創
刊
号
に
小
学
生
の
緑
化
標
語
作
品
が

登
載
さ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
戦
後
復

興
期
か
ら
経
済
成
長
期
へ
、
時
の
池
田

勇
人
首
相
が
国
民
所
得
倍
増
計
画
を
打

ち
出
す
な
ど
右
肩
上
が
り
の
時
代
の
始

ま
り
で
し
た
。

　
経
済
成
長
に
伴
い
、
旺
盛
な
木
材
需

要
に
国
内
資
源
の
み
で
は
追
い
つ
か
ず

木
材
の
緊
急
輸
入
が
行
わ
れ
た
の
も
こ

の
頃
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
国
策
と
し

て
強
力
に
森
林
資
源
の
培
養
が
進
め
ら

れ
、
国
や
県
で
は
公
団
や
公
社
な
ど
の

造
林
機
関
の
設
置
や
、
入
会
林
野
の
近

代
化
に
よ
る
造
林
な
ど
官
民
こ
ぞ
っ
て

の
取
組
に
よ
り
、
年
間
一
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
超
え
る
拡
大
造
林
が
進
み
、
県
下

二
十
二
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
人
工
林
が
造

成
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
来
幾
多
の
社
会
経
済
の
変
動
を
経

な
が
ら
、
営
々
と
先
人
が
育
て
て
こ
ら

れ
た
人
工
林
が
今
や
続
々
と
伐
採
利
用

可
能
な
林
齢
に
達
し
、
面
積
だ
け
で
な

第
300
号
発
刊
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
一
般
社
団
法
人 

兵
庫
県
林
業
会
議
会
長
　
石
　
川
　
憲
　
幸

成
果
で
す
。

　
創
刊
当
時
か
ら
現
在
ま
で
、
森
林
林

業
政
策
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
目
ま
ぐ

る
し
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。「
守

る
べ
き
も
の
を
守
り
、
変
え
る
べ
き
も

の
を
変
え
る
」
時
を
同
じ
く
し
て
新
県

政
も
大
き
な
改
革
の
節
目
に
あ
り
ま
す
。

緑
の
社
会
資
本
と
も
言
え
る
豊
富
な
森

林
資
源
を
、
ど
の
よ
う
に
循
環
さ
せ
て

い
く
の
か
、
林
業
関
係
者
も
初
め
て
の

経
験
を
迎
え
ま
す
。
守
る
べ
き
こ
と
を

平
静
に
受
け
入
れ
、
変
え
る
勇
気
を
持

つ
。
そ
し
て
、
そ
の
違
い
を
見
極
め
る

経
験
や
知
恵
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
記
念
号
発
刊

を
機
に
、
幅
広
い
情
報
や
知
見
が
詰
ま

っ
て
い
る
本
誌
の
歴
史
を
遡
っ
て
、
先

人
の
思
い
や
先
輩
た
ち
の
残
し
た
足
跡

を
学
ぶ
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と
で
す
。

　
折
し
も
四
〇
〇
号
は
、
政
府
が
目
指

す
「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
」
の
ゴ
ー
ル
目
前
。
林
業
関
係
者

が
結
び
つ
き
、「
山
も
森
も
木
も
」
そ

こ
に
関
わ
る
全
て
の
人
が
適
正
に
利
益

を
得
ら
れ
、
次
世
代
に
受
け
継
が
れ
る

林
業
の
実
現
を
追
い
求
め
、
努
力
を
重

ね
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
本
誌
が
我
々

の
応
援
団
と
な
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
世
界
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん
」
王
貞
治
さ

ん
が
、
春
の
甲
子
園
で
投
手
と
し
て
優

勝
し
た
の
が
65
年
前
。
そ
の
後
、
野
手

へ
転
向
し
、
壮
絶
な
猛
練
習
か
ら
生
ま

れ
た
一
本
足
打
法
を
最
終
打
席
ま
で
貫

い
た
王
さ
ん
が
語
っ
た
言
葉
は
「
努
力

は
必
ず
報
わ
れ
る
」
で
す
。

　「
山
に
木
を
育
て
る
」
と
い
う
林
業
。

保
育
か
ら
始
ま
り
長
い
年
月
を
か
け
て

築
き
上
げ
て
き
た
貴
重
な
財
産
。
言
い

知
れ
ぬ
苦
労
を
積
み
重
ね
ら
れ
た
先
人

の
努
力
に
も
計
り
知
れ
な
い
重
み
が
あ

る
は
ず
で
す
。
こ
の
歩
み
を
記
録
し
て

き
た
「
兵
庫
の
林
業
」
が
65
年
間
も
続

い
て
い
る
意
義
は
極
め
て
大
き
く
、
こ

の
記
念
号
に
執
筆
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
は
、
林
学
職
員
に
身
を
お
い
て
い
る

者
と
し
て
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
前
回
の
二
〇
〇
号
か
ら
振
り
返
っ
て

み
て
、
森
林
所
有
者
の
負
担
ゼ
ロ
の
森

林
管
理
1
0
0
％
作
戦
に
よ
る
間
伐
や

県
民
緑
税
を
活
用
し
た
災
害
に
強
い
森

づ
く
り
の
創
設
な
ど
、
兵
庫
の
森
林
を

守
り
た
い
、
次
世
代
に
繋
ぎ
た
い
と
い

想
い
で
奔
走
さ
れ
た
先
輩
た
ち
。
こ
の

動
き
に
よ
り
国
で
法
整
備
さ
れ
た
森
林

環
境
譲
与
税
な
ど
、
森
林
の
公
益
的
機

能
や
二
酸
化
炭
素
の
森
林
吸
収
源
に
対

す
る
県
民
や
社
会
の
理
解
を
ゆ
る
ぎ
な

い
地
位
に
定
着
さ
せ
た
こ
と
は
大
き
な

第
300
号
に
寄
せ
て

兵
庫
県
農
林
水
産
部
参
事
（（
公
社
）ひ
ょ
う
ご
農
林
機
構
専
務
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
　
谷
　
嘉
　
宏

　本庁において組織の改編があり、林業関係課においては、農政
環境部が農林水産部と環境部に改編されました。森林参事が廃止
され、豊かな森づくり課、森林保全室は治山課へ統合、鳥獣対策
課は自然環境課と統合し、自然・鳥獣共生課となりました。

環

課

県庁林業関係組織の
　　　改編について

治山課長就任のご挨拶
　　　　　　　　　　前　嶋　　　昭

　このたび、治山課長を拝命しました
前嶋でございます。平素は、兵庫県の
森林林業行政の推進にご協力を賜り、
厚くお礼申し上げます。本年度は県庁
組織の再編が行われ、農政環境部が農
林水産部と環境部に再編され、部内の
課室においても治山課は林道事業関係

が林務課へ移りましたが、豊かな森づくり課と森林保
全室の事務を引き継ぐことになりました。治山課組織
が拡大され、身の引き締まる思いですが、皆様には一
層のご指導とご鞭撻を賜りますようお願いいたします。
さて、本県は森林面積が約７割を占め、森林の公益的
機能を維持・発揮させることが県民生活と密接に結び
ついています。　
　このため、山地災害の復旧や災害の未然防止のため、
治山ダム等の設置を進める治山対策や、保安林の指定
の推進、林地開発許可制度の適正な運用、ナラ枯れ対
策等の森林病害虫対策を一層進めて参ります。また、
「新ひょうごの森づくり」では、人工林の間伐対策や
里山林の再生、森林ボランティアや企業による森づく
りの推進等に取り組んで参ります。県民緑税を活用し
た「災害に強い森づくり」では、流木・土砂被害対策
としての緊急防災林整備や六甲山系での都市山防災林
整備、野生鳥獣被害対策としての野生動物共生林整備
等を引き続き推進して参ります。今後、皆様方には
様々な面でご指導、ご協力を賜ることになると考えて
おりますので、何卒よりしくお願いいたします。

林務課長就任のご挨拶
　　　　　　　　　　峯　　陽 治 郎

　このたび、林務課長を拝命しました峯で
ございます。平素は森林林業行政の推進に
ご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し
上げます。
　今年度は、①主伐・再造林低コスト普及
モデルの構築とＪクレジット制度の取組拡
大による「資源循環型林業の推進」、②奥

地等条件不利地における間伐の推進と多数の県民利用が見込
める施設の木造・木質化の促進のための「森林環境譲与税の
積極的な活用」、③ひょうご木の匠登録工務店、ひょうご木
製品マイスターによる「県産木材の利用拡大」を中心に、川
上から川下に至る各場面で支援を行ってまいります。
　さて、人工林が成熟化する中で主伐・再造林の取組拡大な
ど、これまで経験の無い局面を迎えようとしています。林業
は結果が出るのに50年以上と超長期にわたることから、昨
今の激動する社会経済情勢を正確に見通すことは、至難の業
であります。
　その一方で、短期的な視点だけで判断することは避けなけ
ればなりません。他産業とは毛色の違う林業に携わる各事業
体が一致団結して、軌を一にして対応することが、将来の利
益を享受することにつながるものと信じています。
　国内外では、コロナ渦、ロシア軍のウクライナ侵攻など不
安定な社会情勢を背景にウッドショック、円安、物価上昇と
急激な変化が訪れております。さらに本県では、行財政運営
方針を見直した「県政改革方針」をこの３月に策定し、県の
事業や組織の見直しが進められています。このような時こそ、
大所高所から物事を判断することが求められているのではな
いでしょうか。現場の実態や声をよく把握して、諸課題に取
り組んで参りますので、今後とも、より一層のご支援とご協
力を賜りますよう、お願い申し上げます。

・
・

・
・
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ヤッホの森湿地を育む会
　　　　　　　　　代表　田中　義則

　たつの市揖保川町黍田にあるヤッホの森は、かつ
て里山林整備事業により整備がなされ、面積は約
80ha、標高は約200ｍで、数多くの古墳が見られ
ます。また、尾根筋からは瀬戸内海や明石大橋も望
めます。
　この森には、江戸時代に密かに耕作され、「隠し
田」と呼ばれていた水田跡（湿地）があります。長
い間放置されてきたため、湿地には草木が侵入して
陸地化が進み、わずかな面積しか残っていませんで
した（約0.3ha程度）。
　「今のままではいつの日かすべてが失われてしま
う」、「湿地を何とかしたい」と
いう思いから、平成28年9月に
「ヤッホの森湿地を育む会」を
立ち上げ、湿地の保全と維持活
動を実施してきました。　
　主な活動内容は、①湿地内の
不要な植物の除去、②湿地内に

水が均等に拡散するように伐採木を等高線状に設置
する作業、③湿地及び周辺の動植物の調査などです。
活動を始めて5年ほど経ち、サギソウ、トキソウ、
サワギキョウ、モウセンゴケ、モリアオガエル、ニ
ホンアカガエルなど貴重な動植物が再び見られるよ
うになり、その後も段々と増えつつあります。
　今後、湿地の貴重植物の保全と生物多様性を維持
しながら、小学校や多くの方々の環境学習などに活
用していく考えです。そのためには、これからも湿
地の維持・管理のための保全活動を継続していく必
要がありますが、会員数が少なく、なかなか思うよ
うに保全活動が進まないのが現状です。　
　湿地の維持・保全には、多くの方々の参加が得ら
れてこそ
実行に移
せるもの
と思って
います。
ぜひ一緒
に活動し
てみませ
んか。　

県
立
森
林
大
学
校
卒
業
生
の
進
路
等
に
つ
い
て

（社）12

10

8

6

4

2

0
岡
山
県

鳥
取
県

大
阪
府

三
重
県

神
奈
川
県

東
京
都

淡
路

丹
波

但
馬

西
播
磨

中
播
磨

北
播
磨

東
播
磨

阪
神

神
戸

111111
22

111111

33

88

1010

3333

11

44
33

図　求人状況

表　進路

進　路

森林組合

林業事業体

木材関係

公務員

団体職員

その他

計

人数

1

1

2

3

1

3
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森
林
経
営
や
森
林
林
業
に
関
わ
る
人

材
を
幅
広
く
育
成
す
る
専
修
学
校
兵
庫

県
立
森
林
大
学
校
で
は
、
去
る
三
月
十

八
日
、
第
４
回
卒
業
式
を
行
い
、
十
一

名
が
社
会
人
と
し
て
巣
立
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

卒
業
生
の
進
路
等
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○ 

求
人
状
況

　

四
十
三

社
、
七
十

九
名
の
求

人
が
あ
り
、

求
人
倍
率

は
約
７
倍

で
す
。
地

域
別
内
訳

は
次
の
図

の
と
お
り

で
、
県
下

各
地
、
県

外
か
ら
も

複
数
の
求

人
が
あ
り

ま
し
た
。

○ 

進
路

　

卒
業
生
（
４
期
生
）
全
員
の
進
路
が

決
定
し
ま
し
た
。
進
路
に
つ
い
て
は
下

表
の
と
お
り
で
林
業
事
業
体
・
木
材
関

係
に
加
え
、
森
林
系
の
公
務
員
に
進
む

者
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

卒
業
生
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

○ 

学
外
就
業
体
験
と
就
職

　

本
校
で
は
、
就
業
イ
メ
ー
ジ
を
掴
み
、

実
社
会
へ
の
適
応
能
力
向
上
を
図
る
た

め
、
２
年
間
で
６
週
間
の
学
外
就
業
体

験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
第
１
期
生
〜

４
期
生
で
学
外
就
業
体
験
の
受
け
入
れ

先
企
業
に
就
職
を
内
定
さ
せ
た
学
生
は
、

計
二
十
三
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
は
、
職

業
紹
介
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

本
校
が
事
業
者
と
学
生
の
雇
用
関
係
の

成
立
を
斡
旋
し
て
い
ま
す
。

　
公
開
講
座
に
つ
い
て

 

当
校
研
修
科
で
は
、
森
林
や
林
業
・

木
材
を
取
り
巻
く
事
柄
に
興
味
や
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
一
般
の
方

を
対
象
と
し
た
講
座
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

詳
細
は
県
Ｈ
Ｐ
に
順
次

掲
載
し
ま
す
。

　

興
味
を
お
持
ち
の
方
は

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

２
０
２
５
大
阪
万
博
に
巨
大
な
木
製
リ
ン
グ
が
で
き
る
っ
て
ご
存
じ
！！

　

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
は
、

４
月
13
日
か
ら
10
月
13
日
ま
で
、
大
阪

市
臨
海
部
の
夢
洲
で
開
催
予
定
で
す
。

「
い
の
ち
」
を
テ
ー
マ
に
未
来
へ
の
希

望
を
世
界
に
示
す
万
博
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

２
０
２
２
年
の
今
、
世
界
の
秩
序
が

大
き
く
損
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、

加
え
て
引
き
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

激
動
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
だ

か
ら
こ
そ
意
義
深
い
催
し
に
な
る
よ
う

期
待
し
ま
す
。

　

さ
て
、
左
の
イ
メ
ー
ジ
図
の
と
お
り

各
国
の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
大
き
く
囲
む
木

製
リ
ン
グ
（
大
屋
根
）
が
計
画
さ
れ
て

い
る
の
は
ご
存
じ
で
す
か
？
直
径
７
０

０
ｍ
、
円
周
２
２
０
０
ｍ
、
幅
30
ｍ
、

高
さ
10
〜
12
ｍ
と
い
う
巨
大
な
施
設
で
、

来
場
者
を
陽
射
し
や
雨
か
ら
守
り
、
主

動
線
に
な
る
よ
う
で
す
。

　

地
元
大
阪
府
木
材
連
合
会
で
は
、
リ

ン
グ
の
構
造
材
を
大
径
の
丸
太
仕
様
と

し
、
日
本
の
森
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し

た
い
と
積
極
的
な
運
動
を
展
開
さ
れ
て

お
り
、
先
日
、
兵
庫
県
林
業
協
会
に
も

協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
事
務
局　

菅
原　

健
）

環境学習の風景湿地に咲くサギソウ

（
提
供
：
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
）

森林ボランティア活動森林ボランティア活動森林ボランティア活動自然・鳥獣共生課鳥獣対策官就任のご挨拶
　　　　　　　　　河　田　忠　紀

　このたび、鳥獣対策官を拝命しました、
河田でございます。
平素は、野生鳥獣の保護管理の推進につき
まして、ご理解とご協力を賜り、厚くお礼
申し上げます。
　本県では、市町との連携のもと、森林動
物研究センターの研究成果を活かした「個

体数管理」「被害管理」「生息地管理」を総合的・計画的に推
進する野生動物の保護管理（ワイルドライフ・マネジメン
ト）を行っています。
　近年、農林業被害額は減少傾向にありますが、生息範囲の
拡大や、生息数や被害が拡大している地域もあることから、
引き続き、シカ・イノシシ対策の強化、獣害に強い集落づく
り、狩猟者の確保・育成を推進します。また、狩猟者の高齢
化が進む中、野生動物管理に関する知識や高度な捕獲技術力
を持つ人材を養成するため、射撃技術やわな捕獲手法の研修
機能をもつ「県立総合射撃場（仮称）」の整備を進めます。
　今後とも、皆様方のより一層のご理解とご指導を賜ります
ようお願い申し上げます。

林務課林政企画官就任のご挨拶
　　　　　　　　　　岸　本　健　吾

　このたび、林務課林政企画官を拝命しま
した岸本でございます。
　平素は、本県の森林林業行政にご理解と
ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、本県の分収造林事業については、
昭和37年に林業公社（現（公社）ひょうご
農林機構）を設立し、奧地等の条件不利地
で土地所有者に代わり造林を進めてきまし

た。その面積は２万haと県下人工林の１割を占め、同公社
の適正な森林管理により、公益的機能の高度発揮や、建築用
や燃料用木材の供給基地としての役割を果たしています。一
方、主伐収益を得るまで最長80年と超長期にわたる当事業
は、経費を借入金で調達することから、その累増などが課題
となっています。引き続き、事業のあり方を検討し、その機
能の享受に努めてまいります。
　また、兵庫県森林組合連合会が取り組む木質バイオマス事
業は、これまで林地に残されていた低質材を高値の固定価格
で買い取ることで、森林所有者に利益が還元され、更なる森
林整備の促進に貢献してきました。ウッドショックで木材市
況が変化する中ですが、その経営改善等に取り組んでまいり
ます。
　これらの課題に全力を尽くしますので、皆様方のご理解と
ご協力をよろしくお願い申し上げます。
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県産木材製品

バイオマス発電所

伐倒練習機による安全研修

CLTを活用した民間施設

搬出間伐

　⑶　生産基盤の整備
　　ひょうご農林水産
ビジョン2030の中間
目標（令和７年度）
達成に向け、令和７
年度には、製材工場
等に必要な316千㎥/
年の原木と木質バイ
オマス発電向けの燃
料用として見込まれる211千㎥/年を合わせた527千
㎥/年の原木を低コストで安定的に供給できるよ
う、森林施業の団地化、林道や作業道等の林内路網
の整備及び機械化などを支援する。
　　①　作業道整備及び機械化の推進
　　　　緊急 林内路網整備
　　　　　　　　　 ○163,000千円の内数（TPP関連）
　　　　森林資源活用システム整備事業 60,000千円（一部○）
　　　　県産木材利用促進特別融資事業　50,000千円
　　　　緊急 高性能林業機械等導入
　　　　　　　　　 ○163,000千円の内数（TPP関連）
　　②　林道整備の促進
　　　ア　幹線林道の開設
　　　　　森林基幹道開設：須留ヶ峰線、千ヶ峰・三
　　　　国岳線
　　　イ　支線林道及び路網拠点整備
　　　　　林業専用道：能栖線、大畑越知線（新規）
　　　　　路網拠点整備：三川線ほか２路線
　　　ウ　林道の機能強化、維持管理
　　　　　林道改良：瀞川・氷ノ山線ほか11路線
　　　エ　林道施設災害（県営、市町営）
　　【林道事業費】
　　　　公共林道事業費　　　　　　　　668,371千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　○109,000千円
　　　　県単独林道事業費　　　　　　　340,400千円
　　　　県単林道事業費（管理費）  　　 　52,233千円
　　　　林道施設災害復旧事業費　　　 140,000千円
　⑷　林業技術の普及
　　　林業普及指導員による林業技術の普及指導活動
や指導林家等・山村リーダー研修等を通じて、地
域リーダーや後継者を育成する。

　　　林業技術普及費　　　　　　　　　　4,929千円

２　林業の担い手の育成
　⑴　次代の森林林業を担う人材の育成
　  　県立森林大学校において森林経営から森林セラ
ピーや獣害対策に至るまで、森林に関わる人材を
幅広く育成する。

      　また、即戦力となる人材に対して給付金を交付
する。

　　　兵庫県立森林大学校運営費（教務手当含む）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49,191千円
　　　緑の青年就業準備給付金　　　　　19,387千円

　⑵　林業事業体の育成・確保
　　　収益性の高い低
コスト林業経営モ
デルの確立に向
け、県立森林大学
校研修科において
林業機械コースや
森林経営コース、
木材利用コースな
ど高度なカリキュラムを実施し、林業事業体にお
ける森林施業プランナー、現場技能者等の能力を
高めるとともに、林業労働者の就労環境の改善、
労働安全衛生の向上を図る。

　　　兵庫県立森林大学校運営費（教務手当含む）
　 　　　　　　　　　　　　　　 49,191千円（再掲）
　　　林業労働力育成対策事業　　　　　　1,148千円
　⑶　森林組合の育成
　　森林組合の事業活動を強化し、中核的担い手とし
て育成するため、利用事業の展開や経営改善など自
主的な取り組みへの支援、ガバナンス・コンプライ
アンス研修の実施、合併等の促進による経営基盤と
役職員研修や専門家派遣等による執行体制の強化を
図る。
　　森林組合等経営基盤強化対策事業　　 2,226千円
　　森林組合機能強化資金貸付　　　　 900,000千円
　⑷　林業・木材産業の経営基盤の強化
　　林業・木材産業事業体に対して、低利・無利子の
資金を融通することにより、林業及び木材産業の健
全な発展、木材生産及び流通の合理化の促進を図
る。
　　林業・木材産業改善資金貸付金　　 100,000千円
　　木材産業等高度化推進資金　　　　 780,007千円
　　県産木材利用促進特別融資事業　50,000千円(再掲)

３　県産木材の供給体制の整備と利用拡大
　⑴　県産木材の供給体制の整備
　　　品質向上や供給体制の確立に向けた木材乾燥機
など木材加工流通施設の整備により、県産木材の
品質向上や供給体制の整備を図る。

　　　林業構造改善事業　　　　　　　 111,878千円 
　⑵　県産木材の利用拡大
　　①　公共・民間施設の木造・木質化の推進
　　　展示効果が見込
める公共施設や民
間施設での木造
化、木質化を進め
るとともに、公共
土木工事での県産
木材の利用を進め
る。

　　　【拡】ひょうご木の街木質化推進事業　12,000千円
　　　　　非住宅木造建築物研修会　　　　 500千円

　　②　県産木材を使用した住宅の建設促進
　　　「ひょうご木の匠」登録工務店による県産木材
を利用した魅力的な木造住宅の設計及び工務店グ
ループによる県民向け住宅展示・相談会の開催を
支援するとともに、「ひょうごの木の家」設計支
援事に業について、横架材に県産材を使う設計を
した場合、これまでの300千円/件に100千円/件を
加算し、400千円/件を支援し、県産木材の利用意
義のPRと県産木造住宅の建築促進を図る。

　　　【拡】「ひょうごの木の家」設計支援事業　55,000千円
　　　　　「ひょうごの木の家」建築促進事業　2,000千円
　　③　県産木材を使用した木製品の普及
　　　県産木材を使用した製品の取扱事業者を「ひょ
うご木製品マイス
ター」として登録
し、木製品活用事
例集等により広く
県民に紹介するこ
とで、県産木製品
の普及・導入促進
に繋げ、県産木材
の利用拡大を図る。

　　　【拡】ひょうごの木づかい啓発推進事業　1,560千円
　　④　県産木材の利用意識の醸成
　　　住宅建築を検討している県民等を対象に、山で
の伐採作業から製材所での加工の様子、このよう
な県産木材を使った木造住宅等の現地見学を通じ
て、県産木材の利用意識の醸成を図る。

　　　現地見学会の開催　　　　　　　　　1,320千円
　　⑤  木質バイオマスの利用促進
　　　未利用間伐材等を仕分け・ストックする山土場
整備、購入資金等
に対して支援

　　　バイオマスヤー
　ド整備事業　　
　　　　4,500千円

　　　県産木材利用促
　　進特別融資事業
　　　　　50,000千円
　　　　　　　（再掲）

４　森林環境譲与税を活用した森づくりの推進
　　平成31年度から導入された森林環境譲与税を活用
し、市町が行う森林整備等を支援する。
　⑴　ひょうご森づくりサポートセンターの設置
　　　県がひょうご森づくりサポートセンターを設置
し、森林経営管理法制定を受けて市町が実施する
森林経営管理法業務や森林整備事業業務、木材利
用業務を支援する技術者の派遣等により、市町業
務を総合的に支援する。

　　　また、民間事業者による病院、商店街等の多数
の利用が見込める施設に対しても、木材利用を促

補

補

補

補

主伐・再造林地

　県内では、大型製材工場やバイオマス発電燃料によ
る木材需要の増加により、原木生産量は平成25年度
の24万㎥から令和２年度の49万㎥へと大きく増加して
います。
　このような状況に対応し、必要な需要量を持続的に
供給していくため、搬出間伐の促進とともに主伐によ
る原木供給と再造林による資源循環型林業の確立に向
けた取組を進めます。
　また、市町による森林環境譲与税を活用した非経済
林の間伐や「新たな森林管理システム」が円滑に進む
よう「ひょうご森づくりサポートセンター」等を通じ
た市町支援を展開します。
　県産木材利用促進については、「兵庫県県産木材の
利用促進に関する条例」に基づき、川上から川下まで
の関係者の連携と協働により、建築用材と燃料用材の
２本柱でさらなる利用拡大に取り組みます。

１　多面的機能の発揮に向けた森林整備
　⑴　多様な森林の整備
　　　人工林のうち、育成
単層林については、気
象災害等に配慮しつ
つ、間伐等を推進する
とともに、地形や地質
等により条件の悪い森
林については、針広混
交林化や天然林へと誘導する等、多様で健全な森
林の整備を図る。

　　　また、資源循環型林業の実現に向けて、主伐後
の再造林に対する支援を実施する。

　　　造林事業　　　　　　　　　　 1,240,000千円
　　　（うち花粉発生源対策　　　　　110,840千円）
　　　造林事業（R３当初→R４繰越）　413,397千円
　　　（うち花粉発生源対策　　　　　　28,204千円）
　　　造林事業（R３経済対策補正）　○ 345,000千円
　　　緊急 間伐（R３経済対策補正）　○ 84,074千円
　　　重要水源林機能高度化事業　　　　22,000千円
　　　資源循環林造成パイロット事業　　12,000千円
　　　針葉樹林と広葉樹林の混交整備事業 309,800千円
　⑵　施業集約化の促進
　　　森林施業の集約化を促進するため、森林経営計
画の作成や森林境界の明確化等を支援する。

　　森林整備地域活動支援事業　　　　　24,867千円

令和４年度　林務課　予算の概要

　　　　　　　　凡　例
緊急：森林林業緊急整備事業（県事業名）
　○　：令和3年度県補正予算措置分
【新】：新規事業
【拡】: 拡充事業
※金額は令和4年度県当初予算ベース

補

補

補
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社員とその家族による活動地
での自然観察会（小野市）

森林ボランティア講座・伐採
実習（神戸市西区）

　　活動に対し、資機材の購入等の支援を行い、健全
な里山林への誘導を図る。

　　（森林・山村多面的機能発揮対策交付金と一体的に実施）
　　・住民参画型里山林再生事業[240ha]　6,475千円 

　⑶　（新）協働の森づくりの推進
　　　漸減傾向の森林ボランティアを確保し、持続的
な里山林整備を進めるため、若年層の取り込みに
向けたイベントを開催し、さらに森林ボランティ
アの次代のリーダー等の養成により、県民総参加
の森づくりを推進する。

　　・「ひょうご里山フェスタ」（旧ひょうごの森の
　　　まつり）の開催　　　　　　　　　 1,020千円
　　・森林ボランティア・リーダー養成講座の開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,000千円
　⑷　企業の森づくりの推進
　　　企業・団体等が社会貢献活動の一環として所有
者に代わって行う森林保全活動を支援することに
より、多様な担い手による森づくりを推進する。

　　・企業・団体等の年間活動計画等の策定に係る指
　　　導等　　　　　　　　　　　　　　 1,226千円

 
　⑸　森林とふれあう公園の運営
　　　森林ボランティア等の県民の参画と協働を基本
理念として運営する三木山森林公園、ふるさとの
森公園において、森づくり活動や自然観察のプロ
グラム等の実施により、身近に自然と触れあう場
を提供する。

　　・三木山森林公園管理運営事業　　 109,019千円
　　・ふるさとの森公園管理運営事業［6公園］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 178,778千円

３　県有環境林の管理
　　乱開発の抑制等を図るために取得し、良好な地域
環境を保全してきた山林について、森林の公益的機
能に着目し、県有環境林として適切な管理を行う。
　・県有環境林管理事業［14地区2,473ha］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　54,716千円

市町職員養成講座

　　進するための技術者の派遣等を行う。
　　　【拡】ひょうご森づくりサポートセンター設置事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　55,260千円

　⑵　森林クラウドを活用した森林情報の高度化
　　　令和２年度に導入した森林クラウドシステムの
適正な運用を行うとともに、システムに搭載する
森林情報の精度向上を図り、円滑な森林整備の実
施につなげる。

　　　森林クラウド活用情報高度化事業　56,105千円
　⑶　県立森林大学校を活用した市町職員養成講座の
　　実施
　　　市町職員の専門能
力向上を目的とした
養成講座（森林林業
の概要と実務、木材
利用の実務、森林
GIS等）を実施する。

　　　森林大学校を活用
　　した市町職員養成講座の実施　　　 7,148千円
　⑷　林業災害防止研修の実施
　　　急増する急傾斜地等の条件不利地での立木伐倒
作業等を安全に行う技術指導ができるリーダー人
材を育成する。

　　伐倒練習機等を活用した林業災害防止研修の実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3,672千円
　⑸　リモートセンシング技術者養成研修の実施
　　　森林整備の急激な増加に対応するため、ドロー
ン等を活用したリモートセンシング技術習得によ
る測量業務を安全かつ円滑に実施するリーダー人
材を育成する。

　　　リモートセンシング技術者養成研修の実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,202千円
　⑹　県産広葉樹苗木生産者育成研修の実施
　　　県産広葉樹苗木需要の増加に対応するため、生
産者の確保及び技術継承を目的に、苗木生産技術
習得に係る研修会を実施する。

　　　県産広葉樹苗木生産者育成研修の実施　976千円
　⑺　ひょうごの森づくり・木づかい普及啓発
　　　県民の森林環境税への理解を深めるため、森林
環境税の趣旨や森林の公益的機能、木材利用の意
義、市町の森林環境譲与税を使った取組等を紹介
するフェアを開催する。

　　　森づくり・木づかいフェア開催　　 1,000千円
　⑻　Ｊクレジット制度普及啓発 
　　　市町のＪクレジット制度活用の取組を推進する
ため、制度の普及啓発及びＪクレジット発行に向
けた資料作成を支援する。

　　　Ｊクレジット制度取組支援事業　　 1,100千円

令和４年度　林務課　主な事業　当初予算額
　　　　　　　　30,165,289千円（対前年度比86.6％）
（+繰越R3→R4）32,020,023千円（対前年度比87.1％）

流木捕捉機能を持つひょうご式治山ダム
（朝来市山東町柴）

地域住民による伐採木の
チップ化（丹波市）

間伐を実施した人工林（香美町）

　近年激甚化する山地災害への対策及び森林の適正管
理と災害に強い森づくりを効率的に推進するため、令
和４年度から「治山課」と「豊かな森づくり課・森林
保全室」を統合します。

　山地防災対策では、「第４次山地防災・土砂災害対
策計画」（令和３年度～令和７年度）に基づき、人家
等に直接被害を与える恐れのある渓流、人工林率の高
い谷筋や０次谷の存在する山腹斜面のうち流木災害や
崩壊の恐れのある箇所に対して、治山ダム等の整備を
進めます。
　あわせて森林の持つ多面的機能の維持向上を図るた
め、過密化した保安林での森林整備を行います。
　ソフト対策では、山地災害危険地区の情報発信や山
地防災教室の開催など、県民の避難行動に役立つ情報

を提供します。
また、地域での
防災マップ作成
等の減災支援対
策を行い、地域
の防災力の向上
を図り、総合的
な山地防災・減
災対策を推進し
ます。

　森林の適正管理では、「新ひょうごの森づくり・第
３期対策（令和４年度～令和13年度）」に基づき、人
工林の間伐対策、里山林の再生及び県民総参加の森づ
くりの推進を基本に、経済林としての再生を進めると
ともに、森林の公益的機能の高度発揮を推進します。
　また、緑の保全及び再生を社会全体で支え、県民総
参加で取り組む仕組みとして、超過課税である県民緑
税を活用した「災害に強い森づくり」に平成18年度
から取り組み、森林の防災機能の強化を図っていま
す。近年の記録的豪雨や台風による災害の甚大化、頻
発化など依然として災害リスクは高く、今後も危険渓
流等での対策が必要なことから、県民緑税を令和３年
度から５年間延長し、第４期対策を実施しています。
　さらに、森林の保全・管理、森林病害虫被害対策に
取り組み、県民の安全・安心な暮らしを守る「ひょう
ごの豊かな森づくり」を推進します。

１　治山対策の推進
　⑴　「第４次山地防災・土砂災害対策計画」の着実な
　　　推進（R３～R７年度）
　　　第４次山地防災・土砂災害対策計画　着手数

　⑵　治山施設の長寿命化対策の推進
　　　令和２年度に策定した個別施設計画に基づき、
既設治山ダムの増厚または嵩上げなど治山施設の
機能強化・長寿命化対策を進める。

　⑶　森林整備の推進
　　　森林の過密化により林床植生が消滅し、表土が
流出する等、機能が低下した保安林を対象に、本
数調整伐等の森林整備を推進する。

　【治山事業費】
　　　公共治山事業費　　　　　　　 3,757,000千円
      　県単独治山事業費　　　　　　　 265,000千円
　　　県単独緊急防災事業費　　　　1,473,000千円
　　　　　　合　計　　　　　　　　5,495,000千円
　　　（別途３年度補正予算　　　　　 740,000千円）
　　　「防災・減災、国土強靱化のための５カ年加速化対策」活用

２　新ひょうごの森づくり・第３期対策の推進
　⑴　森林管理100％作戦
　　　間伐が必要な60年生以下のスギ・ヒノキ人工林
について、国の公共
造林事業による間伐
の補助残額を県・市
町が連携して公的負
担を行い、森林管理
の徹底を図る。

　　・「森林管理100％
　作戦」推進事業

　　　　　　　　12,436千円
　　　[間伐：1,000ha]

　⑵　里山林の再生
　　　集落周辺の里山林
の生活環境や景観の
改良のため、地域住
民等による森林整備

令和４年度　治山課　
　　　　　　　　　　予算の概要

区　　分
人家等保全対策

流木・土砂流防止対策
計

着手箇所数（箇所）
３６５
２２０
５８５
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【集落総出での獣害防護柵設置】

令和４年度　治山課　主な事業　当初予算額
24,365,495千円　　（対前年度比100.8％）

簡易流木止め施設による
流木の捕捉（多可町）

伐倒木を利用した土留工
（養父市）

　
野生動物被害防止総合対策の推進
　シカ・イノシシの捕獲拡大により農林業被害は全体的
には減少傾向にありますが、被害が増加している地域も
あるため、地域の実情に応じた野生動物の①個体数管理、
②被害管理、③生息地管理を総合的・計画的に進めます。

1 シカ・イノシシ被害対策の推進
　被害が大きく狩猟者が少ない地域等での有害捕獲の
強化、狩猟期間中の捕獲の推進、集落ぐるみの被害対
策に対する支援を実施します。

　⑴　鳥獣被害集落自立サポート事業等　585,656千円
　被害集落自らによる獣害防護柵の設置・点検・管
理や野生動物の潜み場となる茂みの刈り払い等の被
害対策の実施、出没を繰り返すシカ・イノシシ等の
捕獲活動を促進するため、民間の獣害対策専門家に
よるカルテ・処方箋作成を支援するとともに捕獲と
被害対策を担う集落リーダーの養成を行います。
　また、市町職員の対策技術・知識向上のための実
践研修を実施します。

　⑵　捕獲の拡大　　　　　　　　　　　558,799千円
　シカ4.6万頭、イノシシ2.5万頭の捕獲達成に向け、
市町による有害捕獲に加え、狩猟期の捕獲報償金に
よる捕獲促進、高標高等の有害捕獲が困難な地域や
県境付近森林での捕獲を推進します。また、ICT活
用わな等の導入促進により捕獲を強化します。

　⑶　シカ丸ごと１頭活用大作戦　　　　170,316千円
　捕獲したシカを食肉など地域資源として有効活用
を図るため、処理加工施設等の整備、捕獲個体の処
理加工施設への搬入・回収支援、冷凍車等の導入を
支援します。ひょうごジビエの日（毎月６（ロク＝鹿）
日、16（シシ＝４×４）日、第４火（シカ）曜日）の普
及啓発により、食肉・ペットフード等へのシカ肉の
需要拡大を図ります。　

　さらに、販売ロットの確保とコスト削減を図るた
め、県内の処理加工施設のネットワーク化によるシ
カ肉、皮、角の広域的な集荷・流通を支援します。
　加えて、小学生へのジビエ普及のため、メダカの
コタロー劇団による公演や小学生への学校給食への
シカ肉提供による試食機会を創出します。

２　ツキノワグマ出没被害対策強化　　　 11,161千円
　生息数が増加しているツキノワグマの集落への出没
や人身事故の発生を防止するため、不要果樹の除去、
集落周辺部での有害捕獲の強化、追い払い等を実施し
ます。

３　サル被害対策の強化　　　　　　　　　1,792千円
　追い払い効果がない加害個体の捕獲を強化するとと
もに、市町でのサル群の動向追跡による出没情報の提
供等を行うサル監視員の設置を支援します。

４　カワウ被害対策の強化　　　　　　　　7,471千円
　アユ食害を与えているカワウの個体数管理のため、
擬卵置換等の繁殖抑制、営巣地や飛来地（銃猟可能な
シューティングポイント）での捕獲等を支援します。
　また、ドローンによる追い込みやデコイによる誘引
した銃での捕獲試験、タカ等による追い払い試験等を
実施します。

５　狩猟後継者の確保・育成　　　　　　 14,780千円
　狩猟への関心を高める狩猟体験会やフォーラムの開
催、初心者向けの狩猟への理解を深める講習会等の開
催により、狩猟者の確保を進めます。
　さらに、新たな有害捕獲従事者向けの狩猟マイスタ
ー育成スクール等を実施します。
また、狩猟者の確保や、安全意識の高い狩猟者の育成、
経験・技量や獣種に応じた捕獲技術の習得拠点となる
｢県立総合射撃場（仮称）｣（三木市吉川町）の整備を進
めます。（令和３年度繰越事業）

令和４年度　自然・鳥獣共生課　
　　（野生鳥獣対策関連）予算の概要

※イラスト（シカ）：兵庫県森林動物研究センター提供

【文鹿祭（R4.2.22）の模様】

令和４年度　鳥獣対策課予算額
・野生動物保護管理費　 　1,349,975千円
　　　　　　　　（対前年度比　43.6%）

４　災害に強い森づくり・第４期対策の推進
　　県民緑税を活用し、危険渓流域の森林の土留工の
設置や、野生動物との棲み分けを図るバッファーゾ
ーンの設置などの森林整備を推進する。

　⑴　県民緑税充当事業
　　・緊急防災林整備　　　　　　　　 899,220千円
　　　[斜面対策：900ha、渓流対策：調査箇所21　
　　　　箇所、森林整備32箇所] 

　・針葉樹林と広葉樹林の混交整備　　 309,800千円
　　　[計画調査設計175ha、作業道開設205ha、
　　　　広葉樹植栽230ha]　　　
　・里山防災林整備　　　　　　　　　 566,100千円
　　　[基本計画調査200ha、整備220ha] 
　・野生動物共生林整備　　　　　　　 331,639千円
　　　[基本計画調査360ha、森林整備431ha]
　・住民参画型森林整備　　　　　　　　27,000千円
　　　[森林整備20ha]   
　・都市山防災林整備　　　　　　　　　61,000千円
　　　[基本計画調査40ha、森林整備40ha]

５　森林の保全・管理
　⑴　保安林の指定等
　　　治山事業施行予定地などの保安林指定を進める
とともに、公益的機能の維持・増進に資する保安
林の森林施業の確保、標識設置や伐採等の行為制
限により保安林の適正な管理、保全を図る。

　・保安林等整備管理費　　　　　　　　12,422千円

　⑵　適正な開発行為への誘導
　　　森林が持つ公益的機能を確保するため、地域森
林計画対象森林における許可制度の適正な運用に
より、森林の保全を図る。

　・林地開発許可制度実施費　　　　　　 1,720千円

　⑶　森林の保全巡視
　　　保安林等の森林において、無許可の伐採や開発

行為等の早期発見、林野火災の予防啓発等を目的
として「森づくり指導巡視員」を県民局・県民セ
ンターに配置し、森林の保全、啓発を行う。

　　・新ひょうごの森指導巡視事業　　　 9,104千円

６　森林病害虫被害対策の推進
　⑴　松くい虫被害対策
　　①　被害対策の概要
　　　保安林等の公益的機能の高い松林や地域経済上
重要な松林を防除区域と定め、特別防除、地上散
布等の予防対策と、伐倒駆除や造林事業（衛生
伐）の駆除対策を組み合わせて、松林機能の保全
を図る。

　　②　環境に配慮した駆除対策
　　　農薬使用を軽減するため、被害木の搬出が可能
な箇所については、伐採後に搬出した後、破砕で
の殺虫による特別伐倒駆除を推進する（対象区
域：高度公益機能森林）。

　　③　抵抗性マツの植栽
　　　被害を受けにくい松林を造成するため、抵抗性
マツ『ひょうご元気松』10万本植栽事業を継続し
て実施する。

　　・予防対策（特別防除、地上散布）　17,687千円
　　・駆除対策（伐倒駆除、特別伐倒駆除）　25,705千円
　　・ひょうご元気松10万本植栽事業　　 1,100千円
　　・森林病害虫防除予防推進費（薬剤防除自然環境
　　　等影響調査ほか）　　　　　　　　　 674千円

　⑵　ナラ枯れ対策
　　　ナラ枯れによる倒木や落枝による人的な二次被
害が予想される森林、保安林等防災機能の高度発
揮を求められる森林、景観の悪化等が懸念される
森林において、重点的な被害対策を実施する。

　　・その他法定病害虫駆除事業（ナラ枯れ被害対策）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35,399千円
　　　（伐倒駆除（くん蒸）、噴霧剤処理（粘着剤塗布）、
　　　　粘着シート)

　⑶　被害木の景観対策
　　　景観の保全が必要な箇所において、過年度枯れ
の松枯れ・ナラ枯れ被害木を伐倒処理する。

　　・県単独松くい虫被害等景観対策事業　6,870千円
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令和４年度　技能講習等実施計画

技
能
講
習

特
　
別
　
教
　
育

安
全
衛
生
教
育

名　　称 実施年月日 開催場所区分
木材加工用機械作業
主任者技能講習
はい作業主任者技能
講習

　
伐木等の業務に係る
特別教育
（チェーンソー作業従事者）

　
車両系木材伐出機械
等運転業務特別教育
　伐木等機械
　走行集材機械
　簡易架線集材機械
　（一般募集は若干名）

刈払機取扱作業者
安全衛生教育

令和4年 7月 6日(水)
~ 7日(木)

令和4年 8月 3日(水)
~ 4日(木)

令和4年 4月20日(水)
~22日(金)

令和4年 6月 8日(水)
~10日(金)

令和4年 9月14日(水)
~16日(金)

令和4年11月 9日(水)
~11日(金)

　　　＜学科＞　　　
令和4年 7月27日(水)

~29日(金)
＜実技＞　　　

令和4年 8月24日(水)
~26日(金)

令和4年 6月13日(月)
令和4年 7月13日(水)
令和4年 8月18日(木)
令和4年10月 5日(水)

姫路市市民会館
（姫路市総社本町）
姫路市市民会館
（姫路市総社本町）

＜学科＞
中はりま森林組合

会議室
（神崎郡神河町）
＜実技＞

中はりま森林組合
製材工場　他
（神崎郡神河町）
中はりま森林組合

会議室
（神崎郡神河町）
中はりま森林組合
製材工場構内
（神崎郡神河町）

　
中はりま森林組合
会議室 及び 土場
（神崎郡神河町）

〔 〕

令和４年度狩猟免許試験のご案内

初心者狩猟講習会のご案内

こうべ森の文化祭2021
（神戸市北区　再度公園）

松林整備（マツタケ山施業）
現地指導（猪名川町柏原ほか）

生産森林組合経理研修会
（三田市総合福祉保険センター）

⑷
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
指
導

　
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
と
し
て

猪
名
川
町
等
で
セ
ミ
ナ
ー
や
現
地
指
導

を
行
い
、
松
枯
れ
被
害
跡
地
に
健
全
で

若
い
ア
カ
マ
ツ
が
育
っ
て
い
る
こ
と
も

確
認
し
ま
し
た
。

⑸
生
産
森
林
組
合
経
理
研
修

　
神
戸
・
阪
神
地
域
管
内
の
23
生
産
森

林
組
合
で
は
連
絡
協
議
会
（
規
約
、
会

費
等
有
り
）
を
設
置
し
て
お
り
、
会
計

事
務
所
の
専
門
家
を
招
い
て
経
理
研
修

会
及
び
相
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

⑹
そ
の
他

　
こ
れ
ら
の
他
に
、「
ひ
ょ
う
ご
の
木
」

利
用
拡
大
神
戸
･
阪
神
地
域
協
議
会
を

通
じ
た
市
町
関
係
者
等
に
対
す
る
木
材

利
用
の
意
識
醸
成
･
情
報
提
供
や
、
マ

ツ
ク
イ
虫
被
害
･
ナ
ラ
枯
れ
被
害
木
の

安
全
な
伐
採
に
資
す
る
技
術
者
育
成
研

修
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
作
成
指

導
、
緑
の
少
年
団
の
活
動
支
援
な
ど
の

普
及
指
導
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

３　

今
後
の
取
り
組
み

　
都
市
部
が
多
く
、
県
内
で
は
相
対
的

に
森
林
の
少
な
い
（
民
有
林
面
積
は
全

県
の
約
10
％
程
度
）
神
戸
・
阪
神
地
域

で
は
、
木
材
が
日
本
の
有
す
る
貴
重
な

自
給
資
源
で
あ
り
、
森
林
を
適
正
に
維

持
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
生
可
能

な
資
源
と
し
て
循
環
利
用
出
来
る
こ
と

を
広
く
理
解
し
て
も
ら
い
、
積
極
的
な

利
用
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
れ
を
進
め
る
た
め
、
県
民
が
身
近

な
森
林
へ
の
興
味
と
親
し
み
を
持
て
る

よ
う
な
取
組
み
や
、
木
材
の
良
さ
を
直

接
感
じ
て
貰
え
る
よ
う
な
取
組
み
を
進

め
る
と
と
も
に
、
木
材
を
積
極
的
に
使

う
こ
と
が
長
期
間
二
酸
化
炭
素
を
固
定

す
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
はSD

G
s

に
つ
な
が
る
こ
と
も
併
せ
て
普
及
啓
発

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
農
政
専
門
員
　
　
　
　
土
井
　
幸
亮

　
前
里
山
・
森
林
課
長
　
野
村
　
恵
美

る
木
製
遊
具
や
野
生
動
物
の
剥
製
展
示

を
通
じ
て
近
隣
都
市
部
住
民
等
の
来
場

者
に
普
及
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

⑵
獣
害
に
強
い
集
落
づ
く
り
研
修　

　
神
戸
市
西
区
平
野
町
黒
田
地
区
で
は

獣
害
対
策
の
座
学
に
加
え
て
、
具
体
的

な
現
地
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
神
戸
・
阪
神
間
で
は
イ
ノ
シ
シ
な
ど

に
よ
る
農
作
物
被
害
に
加
え
て
人
身
被

害
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑶
高
校
生
を
対
象
と
し
た
普
及

　
県
立
西
宮
今
津
高
校
一
年
生
を
対
象

に
、
森
林
・
林
業
に
関
す
る
講
義
、
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

１　

は
じ
め
に

　
神
戸
市
及
び
阪
神
間
の
各
市
町
を
普

及
指
導
対
象
と
す
る
神
戸
・
阪
神
地
域

で
は
人
工
林
等
は
少
な
く
、
林
業
技
術

等
の
指
導
よ
り
も
、
県
民
を
対
象
と
し

た
身
近
な
自
然
（
環
境
）
と
し
て
の
森

林
の
楽
し
み
方
や
保
全
方
法
の
指
導
、

木
材
利
用
の
意
義
の
普
及
啓
発
な
ど
を

主
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
普
及
指
導
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
人
口
で
は
県
全
体
の
約
60
％

を
占
め
て
お
り
、
都
市
生
活
の
中
で
木

材
を
利
用
す
る
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と

でSD
G
s

へ
の
理
解
を
高
め
る
こ
と
も

意
識
し
た
普
及
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
共
有
の
入
会
林
野
か
ら
移
行

し
た
里
山
林
を
主
体
と
す
る
生
産
森
林

組
合
が
比
較
的
多
く
（
神
戸
・
阪
神
地

域
で
23
組
合
）
あ
り
、
森
林
を
適
正
に

維
持
管
理
す
る
観
点
か
ら
、
そ
の
運
営

の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

２　

R
3
普
及
指
導
活
動

⑴
こ
う
べ
森
の
文
化
祭
2
0
2
1

　
神
戸
市
が
六
甲
山
に
あ
る
再
度
公
園

で
主
催
す
る
当
該
イ
ベ
ン
ト
で
、
遊
べ

都
市
部
に
暮
ら
す
県
民
の SD

G
s

へ
の
意
識
啓
発
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　

神
戸
県
民
セ
ン
タ
ー　

神
戸
農
林
振
興
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

阪
神
北
県
民
局　
　
　

阪
神
農
林
振
興
事
務
所

普
及
だ
よ
り

　兵庫県では、今年度も次のとおり狩猟免許試験を実
施します。
　多くの方が免許を取得されますよう、ご案内いたし
ます。
【狩猟免許とは】
　狩猟期間中にシカやイノシシなどの狩猟鳥獣を捕獲
するのに必要な資格です。
　また、県や市町の許可を受けて実施する有害鳥獣捕
獲にも原則必要です。
【狩猟の楽しみと公益性】
　狩猟は、ハンティングや料理を楽しむという魅力の
ほか、農林業被害を与える野生動物の生息頭数を適正
に管理するという公益性も兼ね備えています。
【免許の種類】
•網猟（主に鳥類）
•わな猟（獣類のみ）
•第一種銃猟（装薬銃、空気銃）
•第二種銃猟（空気銃）
【試験の日程と場所】
 １回目
◇申込期間
　５月23日（月）～６月10日（金）

－11－

令和４年度の技能講習・特別教育等のご案内
林業・木材製造業労働災害防止協会 兵庫県支部
１　はじめに
　当支部では、林業・木材製造業の労働災害防止のた
め、労働安全衛生法に定められている林業・木材製造
業の作業に従事するために必要な技能講習、特別教育
等を開催しています。令和４年度は、右表の実施計画
のとおり開催する予定ですので、関係する方々の受講
をお願いします。
　
２　お申し込み方法
　開催日１か月前を目途に、開催案内を当支部のウェ
ブサイトに掲載しますので、申込要領に沿ってお申し
込みください。
　
３　お申し込み先、お問い合わせ先
〒６５０－００１２
神戸市中央区北長狭通５－５－18
　林業・木材製造業労働災害防止協会　兵庫県支部
　（兵庫県木材業協同組合連合会内）
　　℡０７８－３７１－０６０７
　
　　　http://www1.odn.ne.jp/hyogomokuren/rinsaibou/　　　h

◇知識･適性・技能試験日及び場所
　 ７月 ２日（土）洲本市※、 ７月 ９日（土）神戸市
　 ７月15日（金）姫路市、　 ７月23日（土）養父市
　 ７月30日（土）姫路市
　※洲本市は「わな猟試験」のみ実施
２回目
◇申込期間
　 ７月19日（火）～８月12日（金)
◇知識･適性･技能試験日及び場所
　 ８月29日（月）神戸市、  ９月 ３日（土）神戸市
　 ９月16日（金）神戸市 、11月26日（土）姫路市※
　※姫路市は「わな猟試験」のみ実施
【お問い合わせ先】
環境部自然・鳥獣共生課
☎（07 8 - 3 6 2 - 3 4 6 3）

　狩猟免許試験を受験される方を対象に、一般社団法
人兵庫県猟友会が知識・技能に関する講習会を実施す
る予定です。
　日時、場所については、５月上旬に兵庫県猟友会の
ホームページでお知らせ致しますので、各自ご確認く
ださい。
【お問い合わせ先】
（一社）兵庫県猟友会　☎（07 8 - 3 6 1 - 8 1 2 7）
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建
設
業
で
磨
い
た
技
術
を
活
か
し
、

「
四
万
十
式
」
の
壊
れ
に
く
い
作
業
道

づ
く
り
に
取
り
組
み
、
素
材
業
者
の
手

に
負
え
な
い
急
傾
斜
地
・
岩
盤
地
の
作

業
道
開
設
に
携
わ
っ
て
、
地
域
の
素
材

生
産
を
支
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

指
導
林
家
　
宗
接
誉
司

　
宍
粟
市
山
崎
町
在
住
　
46
歳

　chibi-kicori

代
表

　

宗
接
さ
ん
は
、
県
指
導
林
家
の
清
瀬

八
郎
氏
に
師
事
し
、
高
性
能
林
業
機
械

や
架
線
集
材
を
駆
使
し
た
搬
出
間
伐
に

取
り
組
ま
れ
、
平
成
15
年
に
青
年
林
業

士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

持
ち
前
の
明
る
い
性
格
で
高
校
生
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
に
協
力
さ
れ
た
ほ

か
、
早
く
か
ら
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
資
格
を
取
得
し
、
個
人
有
林
が
入
り

組
み
集
約
化
の
困
難
な
地
区
で
森
林
経

営
計
画
を
280 

ha
作
成
す
る
な
ど
、
そ
の

手
腕
を
発
揮
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

清
瀬
林
業
の
右
腕
と
し
て
同
社
を
永

く
支
え
た
後
に
独
立
起
業
さ
れ
、
現
在

は
ご
夫
婦
で
素
材
生
産
と
木
材
の
ト
ラ

ッ
ク
運
搬
を
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

青
年
林
業
士
　
石
原
淳
平
　

　
宍
粟
市
一
宮
町
在
住
　
39
歳

　
㈱
グ
リ
ー
ン
興
産
　
代
表
取
締
役

　

石
原
さ
ん
は
、
平
成
30
年
に
県
内
屈

指
の
林
業
事
業
体
で
あ
る
㈱
グ
リ
ー
ン

興
産
の
社
長
に
就
任
さ
れ
、
森
林
大
学

校
の
イ
ン
タ
ー
ン
受
入
れ
等
、
林
業
後

継
者
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
林
業
士
を
は
じ
め
、
森
林
整

備
士
や
林
業
技
士
の
資
格
を
取
得
す
る

ほ
か
、
ド
ロ
ー
ン
等
新
た
な
技
術
の
活

用
に
も
早
く
か
ら
取
り
組
む
な
ど
、
資

質
向
上
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
農
林
水
産
政
策

審
議
会
委
員
に
も
就
任
す
る
な
ど
、
活

躍
の
幅
を
さ
ら
に
広
げ
ら
れ
、
森
林
林

業
の
担
い
手
の
代
表
と
し
て
本
県
の
農

林
水
産
施
策
の
発
展
に
つ
な
が
る
意
見

や
提
言
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

青
年
林
業
士
　
宮
辻
弘
学

　
宍
粟
市
一
宮
町
在
住
　
39
歳

　
㈱
宮
辻
造
林
　
代
表
取
締
役

 　

宮
辻
さ
ん
は
、
県
内
の
林
業
事
業
体

で
11
年
間
現
場
作
業
に
従
事
し
た
後
、

平
成
26
年
に
独
立
起
業
し
、
間
伐
、
植

栽
、
下
刈
り
等
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。
森
林
整
備
士
、
林
業
技
士
、
フ

ォ
レ
ス
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
の
資
格
を

取
得
し
資
質
向
上
に
努
め
ら
れ
て
い
る

ほ
か
、
林
業
就
業
相
談
会
の
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
に
参
加
す
る
な
ど
、
林
業
後
継
者

の
育
成
に
も
一
役
買
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
「
良
い
森
林
を
未
来
に
つ
な
ぎ
た
い
」

と
い
う
理
念
の
も
と
、
防
護
柵
の
点
検

補
修
を
こ
つ
こ
つ
継
続
し
、
シ
カ
の
多

い
宍
粟
市
で
も
木
の
生
い
茂
っ
た
見
事

な
造
林
地
を
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
年
林
業
士
　
山
本
竜
矢

　
丹
波
市
氷
上
町
在
住
　
34
歳

　
㈱
山
本
木
材
　
専
務
取
締
役

　

山
本
さ
ん
は
、
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ

ー
、
兵
庫
県
林
業
士
、
林
業
技
士
等
多

く
の
資
格
取
得
に
努
め
ら
れ
、
森
林
経

営
計
画
を
262 

ha
作
成
す
る
な
ど
地
域
林

業
の
集
約
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

路
網
と
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ
る
車
両
系

の
ほ
か
、
架
線
に
よ
る
集
材
も
手
掛
け

る
な
ど
幅
広
い
素
材
生
産
技
術
を
持
ち
、

ま
た
森
林
所
有
者
へ
の
さ
ら
な
る
還
元

を
図
る
た
め
、
破
砕
機
を
導
入
す
る
な

ど
林
地
残
材
の
活
用
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
山
本
木
材
は
、
メ
イ
ン
の
素

材
生
産
に
加
え
、
丹
波
栗
等
の
果
樹
栽

培
、
し
い
た
け
栽
培
、
畜
産
等
の
複
合

経
営
が
高
く
評
価
さ
れ
、
令
和
３
年
度

全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事
で
林
野
庁
長

官
賞
を
受
賞
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
（
林
業
専
門
技
術
員　

小
長
井
信
宏
）

営
計
画
は
165 

ha
に
及
び
、
作
業
道
路
網

を
活
用
し
た
搬
出
間
伐
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

近
年
は
皆
伐
か
ら
植
栽
ま
で
、
次
代

に
つ
な
ぐ
林
業
経
営
に
も
意
欲
的
に
取

り
組
ま
れ
、
地
域
林
業
を
牽
引
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。

指
導
林
家
　
森
本
真
樹
　

　
宍
粟
市
山
崎
町
在
住
　
50
歳
　

　
㈱
森
本
建
設
　
専
務
取
締
役

　

 

森
本
さ
ん
は
、
建
設
業
者
と
し
て
13

年
前
の
作
業
道
開
設
を
機
に
林
業
に
本

格
参
入
し
、
作
業
道
開
設
か
ら
素
材
生

産
、
植
栽
、
防
護
柵
設
置
ま
で
幅
広
い

仕
事
を
こ
な
し
、
現
在
90 

ha
の
森
林
経

営
計
画
を
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
３
月
に
認
定
さ
れ
た
ば
か

り
の
新
た
な
指
導
林
家
・
青
年
林
業
士

の
皆
さ
ん
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

 

今
回
認
定
さ
れ
た
６
名
を
含
め
、
総

勢
86
名
の
指
導
林
家
・
青
年
林
業
士
と

と
も
に
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
技
術
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
普
及
指
導
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

指
導
林
家
　
井
上
宜
治

　
多
可
町
加
美
区
在
住
　
45
歳

　
井
上
木
材
（
父
子
で
経
営
）

　

井
上
さ
ん
は
、
平
成
14
年
に
青
年
林

業
士
に
認
定
さ
れ
た
後
、
森
林
施
業
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
資
格
を
取
得
し
、
多
可
町

内
で
個
人
有
林
の
集
約
化
を
す
す
め
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
作
成
さ
れ
た
森
林
経

－13－

新
た
な
指
導
林
家
・
青
年
林
業
士
の
紹
介

　
　
　
　
県
立
農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

＜兵庫県内の原木市況・製品市況・住宅着工戸数＞

・原木は、ヒノキは落ち着きを見せているものの、
　スギは合板用材の引き合いが強く値上がりして
　いる。
・製品は、依然高止まりしている。
・住宅着工戸数は、1月は落ち込んでいるものの、
　昨年同月と同水準となっている。

① 原木市況（R3.4月～2月）

③ 住宅着工戸数（R3.4月～1月）② 製品市況（R3.4月～2月）
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̶　営業品目　̶

E-mail:info@greenkousan.co.jp
URL http://www.greenkousan.co.jp

̶　営業品目　̶

E-mail:info@greenkousan.co.jp
URL http://www.greenkousan.co.jp

森林部門 ・・・・・素材生産・森林整備・危険木伐採
土木部門 ・・・・・公共土木・一般土木工事
緑化部門 ・・・・・公共緑化工事・一般造園工事
建築部門 ・・・・・新築・リフォーム・エクステリア工事

森林部門 ・・・・・素材生産・森林整備・危険木伐採
土木部門 ・・・・・公共土木・一般土木工事
緑化部門 ・・・・・公共緑化工事・一般造園工事
建築部門 ・・・・・新築・リフォーム・エクステリア工事

土・木・緑・そして人
　とりもどそう　人にやさしい環境

〒671-4141
兵庫県宍粟市一宮町東河内1003
TEL 0790(72)1553 FAX 0790(72)2327

〒671-4141
兵庫県宍粟市一宮町東河内1003
TEL 0790(72)1553 FAX 0790(72)2327

株式会社
グリーン興産
株式会社
グリーン興産き うま

－15－

　

こ
の
た
び
、
第
三
〇
〇
号
を
機
に
、

よ
り
読
み
や
す
く
、
よ
り
親
し
み
や

す
く
、
多
く
の
皆
様
に
読
ん
で
戴
け

る
よ
う
装
丁
等
を
プ
チ
・
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。「
あ
れ
っ
、
い
つ

も
と
何
か
違
う
な
」
と
思
っ
て
い
た

だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、「
兵
庫
の
巨
樹
・
巨
木
」

シ
リ
ー
ズ
が
終
了
し
、
今
回
か
ら
新

た
に
「
ひ
ょ
う
ご
の
木
の
物
語
」
を

連
載
し
ま
す
。
県
内
の
木
造
建
造
物

な
ど
木
に
関
す
る
も
の
の
中
か
ら
、

現
在
も
使
わ
れ
、
特
長
あ
る
も
の
を

新
旧
と
り
混
ぜ
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
取
材
を
始
め
ま

す
の
で
皆
様
か
ら
も
情
報
を
い
た
だ

け
た
ら
あ
り
が
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

新
年
度
に
入
り
、
県
庁
の
森
林
林

業
関
係
課
の
組
織
再
編
が
な
さ
れ
、

林
務
・
治
山
の
２
課
体
制
に
な
り
ま

し
た
。
行
革
が
始
ま
る
少
し
前
に
戻

っ
た
感
じ
も
あ
り
ま
す
が
、
何
し
ろ

人
員
が
２
割
以
上
減
っ
て
い
ま
す
の

で
、
職
員
の
皆
さ
ん
の
負
担
は
大
変

で
す
。
心
身
の
健
康
に
留
意
さ
れ
健

闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
は
、
落
ち
着

い
て
き
た
も
の
の
依
然
注
意
が
必
要

で
す
。
こ
れ
ま
で
同
様
の
備
え
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

毎
日
、
胸
の
痛
む
ニ
ュ
ー
ス
が
続

き
ま
す
。
二
十
世
紀
で
懲
り
た
の
は

日
本
人
だ
け
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

一
日
で
も
早
く
平
和
を
取
り
戻
す
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

編
集
後
記

法造くん
のりぞう

森林整備・造園・法面・土木・設計施工管理
緑と笑顔が私たちの基本です　　

豊岡本社　〒688-0051　兵庫県豊岡市九日市上町846 - 1
　　　　　TEL（0796）23-5611　FAX（0796）22-4529
　　　　　URL［http://fuukouen.com］  E-mail［seifuu@skyblue.ocn.ne.jp］

•姫 路 本 店

•神戸営業所

〜
　
記
事
か
ら
見
た
兵
庫
の
林
業
史
　
〜

「
兵
庫
の
林
業
」
3
0
0
号
を
振
り
返
っ
て

「
兵
庫
の
林
業
」
3
0
0
号
を
振
り
返
っ
て

「
兵
庫
の
林
業
」
3
0
0
号
を
振
り
返
っ
て

造林面積の推移
（昭和42年9月号）

木材需給状況　昭和37年6月号から

索道による木炭の運搬（養父町建屋）
昭和35年１月号から

木馬による間伐材搬出（神崎町猪篠） 昭和33年９月号から

木炭生産・生産所帯の推移（昭和41年６月号から）

き　
う
ま

　
「
兵
庫
の
林
業
」は
、
昭
和
32
年
9
月

に
兵
庫
県
緑
化
推
進
委
員
会
会
紙
か
ら

林
業
関
係
団
体
総
合
紙
に
改
編
さ
れ
創

刊
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
65
年
、
林
業
の

移
り
変
わ
り
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し

た
が
、
こ
こ
で
、
か
つ
て
の
「
兵
庫
の

林
業
」
の
記
事
か
ら
、
兵
庫
県
林
業
の

戦
後
史
の
一
部
を
垣
間
見
る
こ
と
に
し

ま
す
。

昭
和
30
年
代
前
半

　

戦
後
復
興
が
や
や
落
ち
着
き
経
済
成

長
へ
と
向
か
い
、
圧
倒
的
に
木
材
資
源

が
不
足
し
て
い
た
時
代
で
す
の
で
、
森

林
資
源
の
培
養
が
国
策
で

も
あ
り
、
兵
庫
県
林
業
の

最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。

　

木
材
の
搬
出
に
は
、
左
の
写
真
の
よ

う
に
奥
山
か
ら
木
馬
に
よ
る
搬
出
や
索

道
に
よ
る
運
材
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
30
年
代
年
代
か
ら
、
機

械
化
が
始
ま
り
、
刈
払
機
や
チ
ェ
ン
ソ

ー
、
30
年
代
半
ば
か
ら
集
材
機
に
よ
る

架
線
集
運
材
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
左
上
の
記
事
か
ら
、
昭
和
35

年
に
は
、
木
材
生
産
量
63
万
㎥
、
国
有

林
・
県
外
移
入
・
外
材
輸
入
量
が
90
万

㎥
、
合
計
1
5
3
万
㎥
が
県
内
供
給
量

と
さ
れ
現
在
よ
り
多
く
の
木
材
生
産
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
代

後
半
以
降
、
木

材
需
給
は
、
国

際
経
済
の
動
向

や
外
材
輸
入
、
代
替
材
に
よ
る
需
要
減

等
、
よ
り
複
雑
な
形
態
と
な
っ
て
き
ま

す
。

　

昭
和
34
年
9
月
の
伊
勢
湾
台
風
で
は

但
馬
地
域
を
中
心
に
、
全
県
で

1
3
0
0
箇
所
、
7.
4
億
円（
現
在
換

算
43
億
円
）
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

と
あ
り
、
円
山
川
の
氾
濫
に
よ
る
豊
岡

市
内
の
惨
状
が
表
紙
に
載
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
30
年
代
後
半

　

木
炭
は
、
家
庭
燃
料
の
王
様
と
し
て

県
内
で
も
大
量
に
生
産
さ
れ
、
農
山
村

の
主
要
な
収
入
源
と
し
て
山
村
振
興
に

寄
与
し
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
30
年
代

後
半
か
ら
石
油
・
ガ
ス
・
電
化
等
に
よ

り
、
急
速
に
需
要
が
減
少
し
、
昭
和
40

年
ま
で
の
5
年
間
で
6
〜
7
割
減
と
落

ち
込
み
、
薪
も
同
様
で
、
人
々
が
里
山

か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
発
端
に
な
り

ま
す
。

　

次
に
、
当
時
の
林
政
の
重
要
課
題
で

あ
っ
た
森
林
資
源
の
培
養
に
つ
い
て
の

推
移
を
辿
っ
て
み
ま
す
。

　

左
図
の
よ
う
に
、
新
規
造
林
面
積
は

昭
和
37
年
度
の
約
1.2
万
ha
を
ピ
ー
ク
に

漸
減
し
て
い
ま
す
が
5
年
間
で
約
5
万

ha
の
拡
大
造
林
を
実
施
し
て
お
り
、
う

ち
2
割
は
公
団
・
公
社
の
分
収
造
林
が

占
め
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
造
林
長
期
計
画
に
よ
る
と
、

昭
和
70
年
度
（
28
年
後
）
に
は
人
工
林

面
積
30
万
ha
、
人
工
林
率
54
%
を
目
ざ

す
遠
大
な
計
画
で
し
た
。

　

農
山
村
に
と
っ
て
拡
大
造
林
事
業
は
、

経
済
成
長
に
伴
う
都
市
へ
の
人
口
流
出

や
薪
・
木
炭
生
産
の
激
減
な
ど
に
よ
り

疲
弊
す
る
山
村
の
就
業
機
会
創
出
や
現

金
収
入
確
保
等
地
域
社
会
の
維
持
に
貢

献
す
る
重
要
な
役
割
も
果
た
し
て
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

　
　
　

兵
庫
県
林
業
会
議　

菅
原　

健
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本　社　兵庫県宍粟市山崎町　船元250-1
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　　　　　Ｔｅｌ ( 0 7 9 ) 3 3 6 ‒ 1 4 1 8

国土交通省登録第24891号
県知事許可（般-27）第461481号

株式
会社 石原測量コンサルタント
は経験と実績のある

〒650-001２　神戸市中央区北長狭通5丁目5番18号
TEL 078-341-4070　 FAX 078-341-4071
HP  https://hyogo-green.net/

公益社団法人　兵庫県緑化推進協会

緑の募金へのご協力をお願いいたします

１ 金融機関からのお振込み
　 ①郵便局（手数料不要）
　 　専用の払込取扱票をお送りしますので、当協会にご一報ください。
　 ②銀行（手数料必要）
　 　口座：三井住友銀行 兵庫県庁出張所
　 　　　　普通 3198438 公益社団法人兵庫県緑化推進協会
２ キャッシュレス決裁
　 ソフトバンクの「つながる募金」からキャッシュレスでご協力いただけます。

１ 金融機関からのお振込み
　 ①郵便局（手数料不要）
　 　専用の払込取扱票をお送りしますので、当協会にご一報ください。
　 ②銀行（手数料必要）
　 　口座：三井住友銀行 兵庫県庁出張所
　 　　　　普通 3198438 公益社団法人兵庫県緑化推進協会
２ キャッシュレス決裁
　 ソフトバンクの「つながる募金」からキャッシュレスでご協力いただけます。

いつも緑の募金にご協力いただき、ありがとうございます。
緑の募金は、森林ボランティア活動への支援や、子どもたちの環境学習などに活用しています。
ご協力いただける場合は、次の方法でお願いいたします。

ご寄附の方法

検索兵庫県緑化推進協会

安全と作業効率を追求し続けるハスクバーナは、
プロが認めるチェンソーの最高峰です。
革新的な技術を融合し、これまで以上の加速と
トルクで他に類のない鋸断能力を発揮します。
新登場550XP-MarkⅡ、ぜひお試しください。

私たちは、兵庫県産木材を使い、人と環境に
優しい木造住宅を提案し建築します。

　ひょうご木の匠の会　会長　日 置 尚 文（日置建設㈱）
（事務局）　神戸市中央区北長狭通5-5-18 兵庫県林業会議
　https://hyogo-kinotakumi.com　TEL：078-351-3341

ひょうご木の匠の会

兵庫県産木材の家

NEW

本当の価値が分かる方へ！

愛　林　興　業　株　式　会　社

■５５０ＸＰ/ＸＰＧ‐ＭａｒｋⅡ

■排気量：50.1㎤
■出　力：2.8KW　　■質　量：5.3/5.5㎏（XPG）

AutoTune
本　社
神崎店
但馬店

姫路市飾磨区恵美酒294-3
神崎郡神河町吉冨1409-2
養父市上野1357

TEL(079)234-8181番㈹
TEL(0790)32-0570番
TEL(079)664-2101番

木材は、持続可能な人と環境にやさしい資材です。

生活の一部に木を取り入れるとともに、都市部の木

造・木質化を図ることで、環境に配慮しながら安全

かつ美しい景観を作り出し、住みよい街づくりを推

進します。

災害のない安全で安心な社会
　　●治山、林道、造林事業の推進
　　●山地防災・土砂災害対策計画

一般社団法人　兵庫県治山林道協会

HP　兵庫県治山林道協会

〒650-0012　神戸市中央区北長狭通5丁目5-18
TEL:078-371-0210　FAX:078-371-6632

兵庫県木材業協同組合連合会

募金のページQRコード

緑を育み水をつくる水源林造成事業
分収林方式により、水源林造成事業を進めています
対象地は無立木地など、公益的機能の低下した水源かん養保安林です

国立研究開発法人森林研究・整備機構
森林整備センター近畿北陸整備局

TEL(078)362-5800
FAX(078)362-5802

TEL(078)351-3341兵庫県水源林造林協議会
神戸水源林整備事務所

〒650-0012　神戸市中央区北長狭通5丁目5番 18 号
　　　　　　　　　　（兵庫県林業会館内）



概要　江戸中期の明和2年(1765)に建築され、以来
250年余経過し現在も居住されている石堂則本氏の
住宅を紹介します。江戸時代安志藩小笠原家の佐用
11カ村の大庄屋で、豪農の生活様式を今に伝える
建築物で国の登録有形文化財に指定されています。
中に入ると居住まいを正した侍が端座しているよう
な錯覚を覚えます。

　広い敷地内には主屋のほか、向屋敷(離れ)、本
蔵・内蔵、角屋、西門、井戸屋、表門、中門、庭な
どが配置され、土塀や漆喰塗り真壁に囲まれていま
す。
　庭の東側には、樹齢300年と推定される胸高1m
近いクスノキとモミの大木が聳えています。また、
江戸時代に岐阜から運ばれたという、さざれ石が配
置されています。

主屋と材種　主屋は、木造入母屋造で茅葺きの桁行
22.7m(マツ)、梁間11.8m(マツ)の大型民家で、柱
はクリやケヤキ、梁や長押はマツ、床や敷居には、
サクラやツガが使われ、構造材は建築当時のもので、
床板等は明治以降修理されたものが多いということ
です。
　また、南面の西側に土間、東側表には奥座敷を配
し正玄関や縁側が巡っている。正玄関は、かつては
武士や僧侶など身分の高いとされる人々のみが利用
し、駕篭からそのまま屋敷へ上がれるよう、ケヤキ
板の式台が設けられています。
　

風格のある表門　敷地の南辺中央に間口2.6mの表
門を配し、切妻造本瓦葺で左右に袖を付け西袖に潜
戸(くぐりど)があります。江戸後期に建造され、太
いケヤキの柱と家紋をあしらった瓦屋根から格式の
高さが窺えます。

維持が大変な茅葺　現在でも約20年毎に大改修に
よって、傷んだ箇所の萱を入れ替える必要があり、
その担い手や材料の確保などで、大きな負担となっ
ているようです。
経営森林の状況　林業家としても著名な石堂氏です
が経営林は、自宅周辺に約270haの森林を所有し、
スギ・ヒノキの人工林は、約120haで、そのうち約
80aが100年を超える人工林です。
　石堂家の林業は、政治家を志す曾祖父が、当時、
佐用郡に逗留していた実業家金原明善翁から、「政
治より植林に励め」と諭されたのを機に、一代で約
80haの植林を実行したことに始まると則本氏は語
ります。

　
　以降、父の代で30～40ha植林し、則本氏は、間
伐や枝打ちなどの保育や抜き伐りを中心に、少しず
つ主伐も実行しているが、シカの造林木被害が顕著
なため、造林樹種の選択に迷いがあると言われてい
ます。
林業の展望　「昨年来、ウッドショックに国内の木
材価格等が大きく動き、今は、国際情勢が激しく揺
れ、先が見えない。外材に頼らずとも日本の木材資
源量は十分蓄積があり、これから林業の力が発揮で
きる時代が来る」と穏やかな表情の中にも熱い思い
がうかがえます。　
  (「ひょうごの木の物語」取材チーム　　菅原　健)ケヤキの式台
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第1回　石堂家住宅(佐用町)
ひょうごの木の物語ひょうごの木の物語ひょうごの木の物語

　主伐材の積み替え土場にて 120年生スギと石堂氏


